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今年の１月から「発達障害や自閉症などの障がいのあるお子さんを育てるお母さんが集まる勉強会」

に参加させていただき、お母さんたちから当事者の声をお聞きしました。そこからは多くの課題が見

え、行政が提供している支援と、当事者が本当に求めている支援にはズレがあると感じ、お母さんたち

が何に困っていて何を求めているのか、現場の声を届けるとともに、政策を訴えました。 

障がいのある子供や家族への寄り添いのある支援を 

第８号 

宮内  児童発達支援センター「あすなろ学園」について 

本市の支援は？ 

部長  保育所等訪問支援、発達相談、カンガルー通園、

巡回相談などを実施しており、地域の中核的な支援機関

として大きな役割を果たしている。 

宮内  カンガルー通園は親子の関係づくりの役割があ

るが、実際に通っていたお母さん達からは、適切な専門

家に早期に繋いでいただくなど「早期発見・早期療育」に

結び付くような支援の要望が挙がっている。 

また保護者の「あすなろ学園」への期待は高く、高度な専

門性を有する専門職を配置して質の高い療育を求める声

が挙がっており、臨床心理士などの配置も要望する。 

戸田市美女木の児童発達支援センター

あすなろ学園を視察しました。 

お母さん達が集まる勉強会に参加して、当事者

が本当に求めている支援や要望をお聞きして、

６月議会の一般質問で政策を訴えました。 

宮内 特別支援保育の定員について、対象者が増加

傾向にある中で定員増加は検討しているか？ 

 

 

提言１：保護者のニーズに合わせて 

特別支援保育の定員増加の検討を！ 
 

 

部長 対象児童の安全確保や保育士の配置状況等など 

勘案し、検討する必要があると考えている。 

 

 
提言２：「あすなろ学園」で心理士などの

専門職を配置して質の高い療育を！ 
 

 



 

  

教育・不登校支援 

高齢者福祉・介護支援 子育て支援・子供食堂 

地域活動・５３０運動 

①６年生にキャリア教育

の授業を行い英語翻訳

の職業を紹介するとと

もに、将来の職業につ

いて一緒に考えました。 

 

②戸田市の不登校支援

について教育委員会と

意見交換をしました。 

①上戸田氷川神社の祝賀会では 

伝統文化の継承を祈願しました。 

 

②戸田ボートレースの祭りに参加

して地域の皆様と交流しました。 

 

③５３０運動ではお掃除をしなが

ら地域との交流をはかりました。 

デイサービスで介護の仕事

を体験しました。市民からの

介護のご相談も増えており、

現場の声をしっかりお聞き

して、高齢者やそのご家族が

安心して暮らせるまちづくり

に向けて取り組んでまいり

ます。 

 

市内で新しく子供食堂を立ち上げた団体さんのお手伝

いをしています。厳しい社会情勢のなかで、ひとり親の

ご家庭や貧困のご家庭が増え続けています。戸田市に

子供食堂や子供の居場所をさらに増やしていくことで、

困っている親子が社会から取り残されることのないよ

うに、地域で助け合う仕組みを作ってまいります。 
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子供食堂の団体さんとの 

打ち合わせに参加しました。↓ 

みんなで親子レクをしました↑ 
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